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給
水
を
開
始
し
て
か
ら

　
今
年
で
50
年
を
迎
え
ま
す

　
彦
根
市
の
上
水
道
事
業
は
、
昭

和
32
年
５
月
に
、
上
水
道
建
設
準

備
事
務
所
を
設
置
し
て
計
画
を
進

め
、
昭
和
33
年
10
月
の
市
議
会
議

決
を
経
て
、
同
年
12
月
に
水
道
事

業
の
経
営
認
可
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
第
１
期
工
事
を
進
め
、

昭
和
35
年
11
月
３
日
に
初
め
て

市
街
地
西
部
地
域
に
給
水
を
開
始

し
、
今
年
で
50
年
を
迎
え
ま
す
。

　
彦
根
市
で
は
、
給
水
開
始
50
年

を
記
念
し
て
、
給
水
を
開
始
し
た

11
月
３
日
を
含
む
週(

11
月
１
日

〜
同
７
日)

を
記
念
週
間
と
位
置
付

け
、
そ
の
メ
ー
ン
事
業
と
し
て
、

大
藪
浄
水
場
を
中
心
に
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

６月１日㈫～同７日㈪は
水道週間です
　健康で文化的な国民生活や、さまざま

な社会経済活動を支える水道事業。

　皆さんに、水道についての理解と関心

を深めていただくため、「水道に　寄せる

信頼　 飲む安心」をスローガンに、６月

１日からの１週間を「水道週間」として、

全国でさまざまな事業が展開されます。

　彦根市では、例年、水道週間に合わせて

施設見学会を開催していますが、今年は、

給水開始50年記念事業として、11月７日

㈰に開催しますので、ご了承ください。

問い合わせ先　 水道部業務課

　☎ 22-2722、FAX24-4054

イ
ベ
ン
ト
の
開
催

日
時
　
11
月
７
日
㈰

場
所
　
大
藪
浄
水
場

　（
八
坂
町
）　

内
容
　
施
設
見
学
会
、
給
水

車
・
パ
ネ
ル
の
展
示
、
模
擬

店
、
な
ん
で
も
相
談
コ
ー

ナ
ー
な
ど

背
景
写
真
　
昭
和
43
年
の
大
藪
浄
水
場
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　６月１日は、人権擁護委員法が施行された日で、「人

権擁護委員の日」とされています。

　人権擁護委員は、市町村長の推薦により、法務大臣

から委嘱を受けた人です。市内では、左の表の皆さんが

人権の大切さについて、理解を深めていただくための

活動に務めています。

　家庭内や隣近所での問題なども含め、人権問題につ

いてのあらゆる相談を受け付ける、皆さんの一番身近

な相談相手です。

　問い合わせ先　 人権政策課☎30-6115、     　

　　FAX22-1398

　       いちばん身近な相談相手     人権擁護委員  をご存じですか

　
私
た
ち
の
健
康
を
お
び
や
か
す

心
臓
病
・
脳
卒
中
・
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
な
く

進
行
す
る
こ
と
が
多
い
病
気
で
す
。

異
常
に
気
づ
く
た
め
に
は
、
毎
年
の

健
康
診
査
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

特
定
健
康
診
査

　
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め

に
実
施
さ
れ
た
特
定
健
康
診
査
。

（
以
下
　
特
定
健
診
）

　
今
年
度
も
６
月
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
健
康
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
と
し

て
、
特
定
健
診
を
ぜ
ひ
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　
40
〜
74
歳
の
彦
根
市
国
民
健
康

保
険
（
以
下
　
国
保
）
の
加
入
者
に

は
、
５
月
末
に
受
診
券
と
い
っ
し
ょ

に
、
詳
し
い
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

日
程
な
ど
詳
し
く
は
、
そ
の
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
受
診
券
が
届
か
な
い
場
合
や
、
５

月
１
日
以
降
に
手
続
き
を
し
た
40

〜
74
歳
の
国
保
の
加
入
者
は
、

保

険
年
金
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

人
間
ド
ッ
グ
の
受
診
　

　
特
定
健
診
の
か
わ
り
に
、
人
間

ド
ッ
ク
を
受
け
る
国
保
の
加
入
者

に
は
、
そ
の
費
用
の
一
部
（
今
年
度

か
ら
助
成
金
額
が
変
わ
り
ま
す
）
を
助

成
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
受
診
さ
れ

る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
人
間
ド
ッ
グ
の
助
成
を
受

け
る
人
は
、
特
定
健
診
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
。
人
間
ド
ッ
グ
の
助
成
を
申

し
込
む
と
き
に
、
５
月
末
に
送
付
す

る
特
定
健
診
受
診
券
を
返
却
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
広
報
ひ
こ
ね
６

月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 75
歳
以
上
の
人
の
健
康
診
査

　
75
歳
以
上
の
人
に
、
健
康
診
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
滋
賀
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら

委
託
を
受
け
、
彦
根
市
が
実
施
す
る

も
の
で
す
。

　
対
象
者
に
は
、
国
保
の
加
入
者
と

同
じ
よ
う
に
、
５
月
末
に
受
診
券
を

送
付
し
ま
す
。（
す
で
に
生
活
習
慣
病

な
ど
で
、
医
療
機
関
で
受
診
し
て
い
る

人
は
除
き
ま
す
）

　
受
診
を
希
望
す
る
人
で
、
受
診
券

が
届
か
な
い
場
合
は
、

保
険
年
金

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

保
険
年
金
課

　
☎
30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

21-

２
２
２
０
番

彦
根
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

受
け
て
安
心
　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

相談は無料で、

秘密は守られます。

お気軽にご相談ください。

人
　
権
　
相
　
談

　
人
権
に
関
す
る
相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員
の

自
宅
の
ほ
か
に
、次
の
場
所
で
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
定
例
の
人
権
相
談

　
★
毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
場
所
　
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
彦
根
３
階

　
★
毎
月
第
３
水
曜
日

　
　
場
所
　
市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

　
　（
※
11
月
の
第
３
水
曜
日
は
、
稲
枝
支
所
）

▼
大
津
地
方
法
務
局
彦
根
支
局

場
所
　
西
今
町
58-

３
（
彦
根
地
方
合
同

庁
舎
内
　
Ｊ
Ｒ
南
彦
根
駅
西
口
か
ら
徒
歩
３

分
）　
☎
22-

０
２
４
２
番

生 活 習 慣 病 を 見 つ け る チ ャ ン ス で す
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地
域
通
貨
「
彦げ

ん

」
の

交
付
期
間
は

５
月
31
日
㈪
ま
で
で
す

　
平
成
21
年
度
中
の
「
美
し
い
行

為
」
に
対
す
る
地
域
通
貨
「
彦
」

の
交
付
は
、
５
月
31
日
㈪
ま
で

で
す
。
交
付
期
間
を
過
ぎ
る
と
、

「
彦
」
を
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
期
間
内
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

交
付
窓
口
　

ま
ち
づ
く
り
推
進

室
（
市
役
所
１
階
）、
稲
枝
支
所

交
付
期
間
　
５
月
31
日
㈪
ま
で

の
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）

交
付
に
必
要
な
も
の
　
平
成
21
年

度
の
「
美
し
い
ひ
こ
ね
創
造
活

動
報
告
書
」、
印
鑑

※
「
美
し
い
ひ
こ
ね
創
造
活
動
報

告
書
」
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
、

す
ぐ
に
再
発
行
し
ま
す
。

ま

ち
づ
く
り
推
進
室
か
稲
枝
支
所

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

ま
ち
づ
く
り

推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を

お
届
け
し
ま
す

　　
彦
根
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険

の
加
入
者
に
、「
医
療
費
の
お
知
ら

せ
」
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
通
知
は
、
同
じ
月
に
医
療

機
関
で
受
診
し
た
人
の
医
療
費
を
、

世
帯
ご
と
に
年
間
６
回
お
知
ら
せ

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
保
険
料
な
ど
を
、
医
療
費

と
し
て
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
、

適
切
な
受
診
を
心
が
け
て
い
た
だ

く
よ
う
、
今
年
度
も
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

　
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

の
加
入
者
に
は
、「
滋
賀
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
」
か
ら
送
付

さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

保
険
年
金
課

☎
30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

21-

２
２
２
０
番

温
泉
等
優
待
割
引
事
業
の

お
知
ら
せ

　
国
民
健
康
保
険
（
以
下
　
国
保
）

の
加
入
者
に
、
温
泉
等
優
待
割
引

事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、「
ゆ
カ
ー
ド
」

を
提
示
す
る
と
施
設
を
優
待
料
金

で
利
用
で
き
、
利
用
ご
と
に
押
さ

れ
る
ス
タ
ン
プ
が
一
杯
に
な
っ
た

「
ゆ
カ
ー
ド
」
を
提
出
す
る
と
粗
品

が
も
ら
え
る
も
の
で
す
。

　
国
保
の
加
入
者
（
カ
ー
ド
提
出
か

ら
１
年
以
内
に
75
歳
に
な
ら
れ
た
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
を
含

む
）
は
、

保
険
年
金
課
や
支
所
・

各
出
張
所
に
「
ゆ
カ
ー
ド
」
を
提

出
す
る
こ
と
で
、
粗
品
と
交
換
で

き
ま
す
。
な
お
、社
会
保
険
な
ど
国

保
以
外
の
加
入
者
は
、
各
保
険
者

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。「
ゆ

カ
ー
ド
」
に
は
、
各
保
険
者
の
連

絡
先
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入

者
に
は
、
粗
品
の
引
換
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
温
泉
利
用
時
の
割
引
は

あ
り
ま
す
。

※
昨
年
度
ま
で
粗
品
は
抽
選
後
に

お
渡
し
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
抽
選
は
な
く
な
り
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ
先
　

保
険
年
金
課

☎
30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

21-

２
２
２
０
番

▲美しい彦根創造活動報告書 （緑色）

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
者

を
表
彰
し
ま
し
た

　
彦
根
市
で
は
、「
男
女
共
同
参

画
を
推
進
す
る
彦
根
市
条
例
」
に

基
づ
き
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
者
を
表
彰
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
11
月
９
日
か
ら
今
年
の

２
月
12
日
ま
で
公
募
し
ま
し
た
。

選
考
の
結
果
、
次
の
事
業
者
を
４

月
19
日
㈪
に
表
彰
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先
　

市
民
交
流

課
☎
30-

６
１
１
３
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

登
り
町
グ
リ
ー
ン
通
り
商
店
街
振
興
組
合

登
り
町
グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス

　
お
客
様
と
の
会
話
な
ど
を
も

と
に
し
て
、
商
店
街
の
店
の
強
み

で
あ
る
専
門
性
を
い
か
し
た
「
店

先
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
」
を
８
年
前

か
ら
始
め
ま
し
た
。「
花
の
テ
ー

ブ
ル
ア
レ
ン
ジ
」
や
「
お
い
し
い

お
茶
の
入
れ
方
」
な
ど
の
教
室
を

定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　「
こ
れ
か
ら
は
、
私
た
ち
女
性

の
力
を
出
し
て
い
こ
う
！
」
と
一

念
発
起
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
す
。
今
で
は
、
男
性
も
加
わ
り

な
が
ら
、
女
性
の
力
を
い
か
し
、

継
続
し
た
取
り
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
し
が

彦
根
セ
ン
タ
ー

　
平
成
20
年
に
は
、
滋
賀
県
や
滋

賀
労
働
局
な
ど
と
と
も
に
、「
仕

事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
に
向

け
た
取
組
宣
言
」
を
し
ま
し
た
。

　
彦
根
セ
ン
タ
ー
内
で
も
、
男
性

従
業
員
の
育
児
休
暇
取
得
の
た

め
の
休
暇
制
度
を
設
け
た
り
、
男

女
共
同
参
画
の
学
習
会
を
行
っ

た
り
し
て
、
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
福
祉
の
取
り
組
み
と
し

て
、
組
合
員
同
士
で
子
育
て
や
介

護
な
ど
を
援
助
し
合
う
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

◀
表
彰
を
受
け
た
登
り
町
グ
リ
ー
ン

通
り
商
店
街
振
興
組
合 

登
り
町
グ

リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
の
渡
邊
僖
子

さ
ん(

右)

と
、生
活
協
同
組
合
コ
ー

プ
し
が
彦
根
セ
ン
タ
ー
の
石
居
輝

彦
さ
ん(

左
）
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軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
に

関
す
る
お
知
ら
せ

　
平
成
22
年
度
の
軽
自
動
車
税
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納

税
通
知
書
お
よ
び
納
付
書
を
、
５

月
中
旬
に
発
送
し
て
い
ま
す
。
期

限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
等
に
対
す
る

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
の
た
め

に
使
用
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車
な

ど
に
つ
い
て
、
一
定
の
要
件
の
も

と
で
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
１
人
の
障
害
者
に
つ
き
、

普
通
自
動
車
を
含
め
て
、
減
免

の
対
象
と
な
る
軽
自
動
車
な
ど
は
、

１
台
限
り
で
す
。
　

申
請
手
続
　
必
要
な
書
類
を
添
え

て
、
５
月
24
日
㈪
ま
で
に
、

有
効
で
す
。

　
麦
の
耕
作
は
、
水
田
を
畑
地
化

す
る
た
め
、
地
力
が
消
耗
し
ま

す
。
最
近
は
、
水
田
に
有
機
物
を

施
用
す
る
こ
と
が
非
常
に
減
っ
て

き
て
い
ま
す
の
で
、
水
田
の
地
力

維
持
・
跡
作
大
豆
の
増
収
の
た
め

に
も
、
麦
わ
ら
は
焼
か
ず
に
鋤
き

込
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、麦
わ
ら
の
野
焼
き
は
、煙

に
よ
り
周
辺
住
宅
の
環
境
や
道
路

の
通
行
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
も

あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
　

農
林
水
産
課

☎
30-

６
１
１
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

９
６
７
６
番

農
家
の
皆
さ
ん

麦
わ
ら
は
焼
か
ず
に
、

土
に
鋤す

き
込
み
ま
し
ょ
う

　「
安
全
で
、
安
心
な
農
産
物
を

…
」
環
境
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま

り
と
と
も
に
、
消
費
者
の
嗜し

好こ
う

も

変
化
し
て
い
ま
す
。
化
学
肥
料
や

農
薬
の
使
用
を
減
ら
し
た
、
環
境

に
や
さ
し
い
農
業
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
土
づ
く

り
が
重
要
で
す
。
土
づ
く
り
に
は

有
機
物
の
施
用
・
深
耕
・
土
づ
く

り
資
材
の
施
用
な
ど
の
方
法
が
あ

り
ま
す
が
、
な
か
で
も
有
機
物
の

施
用
は
、
土
中
の
環
境
の
改
善
に

　荒神山付近の宇曽川と、曽根沼公園一帯で、

ごみの清掃活動を行います。

日時　５月30日㈰　

　9：00～ 11：00（受付8：30～）

　※雨天中止（当日7：00に決定します）

集合場所　子どもセンター前（日夏町）

持ち物　清掃活動しやすい服装、軍手、

　飲料水など

その他　駐車場の混雑が予想されます。

　できるだけ乗り合わせてお越しください。

　また、荒神山少年自然の家入り口側の駐車

場をご利用ください。

問い合わせ先　 清掃センター☎22-2734、  

　FAX24-7787

大
雨
な
ど
の
気
象
警
報
や

注
意
報
が
、
市
町
村
ご
と
の

発
表
に
な
り
ま
す

　
気
象
庁
は
、
大
雨
や
洪
水
な
ど

に
対
す
る
気
象
警
報
や
注
意
報
を
、

５
月
27
日
㈭
か
ら
、
市
町
村
ご
と

の
区
域
で
発
表
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
気
象
庁
は
、「
湖
東
地

域
」（
彦
根
市
・
愛
荘
町
・
豊
郷
町
・

甲
良
町
・
多
賀
町
を
含
む
地
域
）
に
対

し
て
、
警
報
・
注
意
報
を
発
表
し

て
い
ま
し
た
。

　
５
月
27
日
㈭
か
ら
は
、「
彦
根

市
」
に
対
し
て
、
警
報
・
注
意
報

を
発
表
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
、警

戒
の
必
要
な
区
域
が
明
確
に
な
り
、

よ
り
効
果
的
な
防
災
対
策
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
大

雨
や
洪
水
な
ど
の
警
報
が
放
送
さ

れ
る
と
き
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

「
地
域
名
」
で
放
送
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
画
面
に
表

示
で
き
る
文
字
数
や
、
読
み
上
げ

可
能
な
文
章
の
範
囲
内
で
伝
え
る

必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
気
象
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

総
務
課
危
機

管
理
室
☎
30-

６
１
５
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

税
務
課
ま
た
は
稲
枝
支
所
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

①
身
体
障
害
者
手
帳
（
ま
た
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
な
ど
）

※
障
害
の
級
な
ど
に
よ
っ
て
、
減

免
を
受
け
ら
れ
る
範
囲
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、納

税
通
知
書
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

②
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

③
自
動
車
検
査
証
（
車
検
証
）
の
写

し
（
車
検
の
な
い
車
種
は
除
く
）

④
納
税
通
知
書
お
よ
び
納
付
書

⑤
印
鑑
（
認
印
）

※
生
計
を
同
一
に
し
な
い
介
護
者

が
運
転
す
る
場
合
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

税
務
課

　
☎
30-

６
１
０
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

意見公募手続制度

 結果の
 お知らせ
　

彦根市火災予防条例

の一部改正（素案）

意見の件数　０件

問い合わせ先　 消防

本部予防課☎ 22-0332、

FAX22-9427
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〈趣旨〉先の大戦で亡くなられた人々を慰霊するため、遺

族の参加を募り、戦地を巡拝するものです。　〈巡拝地域
および時期〉イルクーツク州、ザバイカル地方、アムー
ル州、ハバロフスク地方、中国東北地区、インドネシア、
東部ニューギニア、ミャンマー、マリアナ諸島、トラッ
ク諸島、フィリピン、ギルバード諸島、硫黄島　※巡拝
時期や費用など、詳しくは 社会福祉課までお問い合わ
せください。　〈参加申込にあたっての注意点〉　対象は
原則80歳以下の人です。慰霊巡拝に訪れる地域は、日
本と気候風土が異なり、また、観光客が通常訪れない地
域を長時間移動することがあるので、参加できる健康状
態であるという医師の証明が必要です。政府派遣団とし
て行動するため、各々の戦没場所の慰霊はできないこと
があります。　〈問い合わせ先〉　 社会福祉課☎23-9590、
FAX26-1768

〈内容〉「かけはし」は、男女共同
参画社会づくりを推進する広報
誌です。男も女も、一人ひとり
が自らの個性や能力をじゅうぶ
ん発揮できる社会を実現するた
めに、あなたの日ごろの疑問や
考えを発信してみませんか。　

〈定員〉　３人（申込が定員を超えたときは選考）　〈任期〉　委嘱
時～平成23年３月31日㈭　〈申込資格〉市内在住で、男女
共同参画社会づくりに向けて意欲的に取り組み、編集会
議などに参加できる人（発行は年１回、会議などは月２
回程度）　〈申込期間〉５月15日㈯～６月12日㈯　〈申込
方法・問い合わせ先〉応募用紙（ 市民交流課、 男女共同

参画センター「ウィズ」、支所・各出張所、各地区公民館にあ

ります）に必要事項と、「かけはし」で伝えたいことを書
いて、 男女共同参画センター「ウィズ」（平田町670）

へ☎ 24-3529（FAX共用）

㈶滋賀県人権センターでは、同和問題をはじめとする人
権問題の解決に向けて、さまざまな事業を推進するため、
ご賛同・ご協力いただける賛助会員を募集します。〈種
別〉　ア．特別賛助費：１口 15,000円（年額）、イ．協力賛助
費：１口 3,000円（年額）　〈会員特典〉　①月刊誌「じんけ
ん」を毎月１部送付します。　②エキスパートスクール
「人権の友」を優先的に受講（受講料割引）できます。　③
特別賛助会員には、ご希望により月刊誌「じんけん」に
広告を掲載します。　〈賛助費の用途〉　賛助費により、月
刊誌「じんけん」の出版やエキスパートスクール「人権の
友」の開校、人権に関する資料（伝統文化、産業、労働）

の収集・情報提供などを行います。詳しくは 人権政策
課、支所・各出張所などにおいてある募集要項（申込書）を
ご覧ください。　〈問い合わせ先〉　㈶滋賀県人権センター
総務企画担当☎ 077-522-8243、FAX077-522-8289

〈内容〉　彦根城の内堀沿いにある桜の樹勢の回復と、景
観を保持するために、施肥作業を実施します。作業を
してもらえるボランティアを募集します。　〈日時〉　５
月30日㈰９：30 ～　〈集合場所〉　彦根城桜場駐車場　〈定
員〉50人　〈申込方法〉　直接、集合場所へお越しくださ
い。　〈問い合わせ先〉　 教育委員会文化財課☎26-5833、
FAX26-5899

〈内容〉　いつまでも好奇心を持ちながら、さまざまなチャレン
ジができるように自分自身を見つめ直し、またコミュニケー
ションを円滑にするための知識や技法についても学びます。
〈日時〉　６月14日㈪、同21日㈪、同28日㈪　10：00～12：
00　〈場所〉　男女共同参画センター「ウィズ」（平田町）   〈対
象〉　20～30歳代の女性　〈定員〉　30人 （先着順）　〈受講
料〉　各回200円　〈申込期間〉　５月15日㈯～６月12日㈯　
〈その他〉　託児あり（０歳～就学前、要予約、１回１人200円）　

〈申込方法・問い合わせ先〉　電話、ファクス、またはＥメール
で 男女共同参画センター「ウィズ」☎ 24-3529（FAX共用） 

Ｅメール：with.hikone@oboe.ocn.ne.jpへ

〈内容〉　湖東地域の伝統的な遊びであるカロムをモチーフと
し、ひこねらしいキャラクターのデザインと、キャラクターに
ふさわしい愛称・説明を募集します。　〈応募作品〉　自作で未
発表のもの　〈応募部門〉　子どもの部（小学生以下） 、一般の部
（中学生以上）　〈選考方法〉　選考委員会が審査したあと、ビバ
シティ彦根（竹ケ鼻町）で展示して公開投票を行います。各部
門で一番投票の多い作品を最優秀賞として決定。最優秀賞
２点の中から１点を大賞として「ひこねカロムキャラクター」
に決定します。　〈応募方法〉　専用の応募用紙に記入して、㈳
彦根青年会議所事務局まで。なお、
応募用紙はホームページからもダウ
ンロードできます。　〈応募期限〉　６
月11日㈮（当日消印有効）　 〈その他〉　
入賞作品の展示・公開投票は、６月
27日㈰～７月４日㈰に、ビバシティ
彦根１階のセンターモールで行いま
す。　〈応募・問い合わせ先〉　㈳彦根
青年会議所事務局（中央町3-8） 、☎

22-7522、FAX22-9018、ホーム
ページ：http://www.hikonejc.jp/

 

　男女共同参画社会づくり「かけはし」編集委員

　彦根城 桜の木を保護するための施肥作業　　政府主催 戦没者慰霊巡拝

　女性チャレンジ支援セミナー　
　私らしさ発見！魅力倍増計画！講座

 

　㈶滋賀県人権センター特別賛助費制度　会員

　ひこねカロムキャラクター　
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〈内容〉　テーマ「おおぐま座とこぐま座と」晩春の夜空を観望
します。　〈日時〉６月11日㈮ 19：00～21：30（悪天候のとき
は６月12日㈯に順延します）　※悪天候のときは、６月11日㈮の

16：30以降にお問い合わせください。　〈場所〉　子どもセン
ター（日夏町）　〈対象〉天文に興味のある人　〈参加費〉300
円　〈申込方法〉当日、子どもセンターにお越しください。　
〈問い合わせ先〉子どもセンター☎28-3645（FAX共用）

〈内容〉　日
くさ

下
か

部
べ

鳴
めい

鶴
かく

の書に親しみながら、毛筆の基本的な筆
づかいを学びます。　〈日時〉　7月10日～９月４日の毎週土
曜日（８月14日を除く）　10：00～12：00　全８回　〈場所〉　
鳥居本小学校 （鳥居本町）　〈対象〉　毛筆を基礎から丁寧に学
習したい小学３年生以上の人　〈定員〉　20人（申込多数のとき
は抽選）　〈受講料〉　1,600円 （中学生以下は無料） ※半紙代が
別途必要　〈申込期間〉　５月31日㈪～６月18日㈮  〈申込
方法〉　往復はがきの往信の裏面に、住所、氏名（ふりがな）、
年齢、電話番号、希望講座、会場校を、返信用の表面に郵便
番号、住所、氏名を書いて、 教育委員会生涯学習課まで
申し込んでください。　〈申込・問い合わせ先〉  教育委
員会生涯学習課（〒522-0001 尾末町１-38）☎ 24-7971、
FAX23-9190

〈日時〉６月６日㈰　10：00～ 14：00　※雨天により中
止する場合があります。　〈場所〉　彦根城大手前公園（金
亀町）　〈出店料〉１ブース500円　〈申込期限〉　５月28日
㈮　〈申込方法・問い合わせ先〉直接、リサイクルステー
ションで申し込むか、往復はがきの往信の裏面に住所、
氏名、電話番号、出店品目、人数、出店希望日を、返信
の表面に住所、氏名を書いてリサイクルステーションへ
（〒522-0088銀座町４-19、受付時間10：00～ 16：00、木・

日曜日は休み）☎ 26-4810（FAX共用）

〈日時〉6月19日㈯　11：00～ 17：00（学祭は雨天決行。
雨天時の出店は、出店者の判断にお任せします）　〈場所〉滋
賀県立大学　湖

うみ

風
かぜ

夏
なつ

祭
まつり

会場内（八坂町）　〈出店料〉　１
ブース 100円（１ブース2.5m× 2.5m）　※１人１ブース
まで  〈出店数〉　150ブース（申込多数のときは抽選）　〈出
店内容〉　再び使うことを目的とした衣類・雑貨・本・CD
など　※食品・食料・生物は一切禁止　〈申込期間〉５月
17日㈪～同22日㈯　〈その他〉当選は、６月９日㈬まで
の書類郵送をもってかえます。　〈申込方法・問い合わ
せ先〉①電話による受付　☎ 28-8227　平日 12：30～
13：00、18：30～20：00、土曜日 11：00～ 17：00　
②はがきによる受付　出店者の氏名（ふりがな）、住所、
電話番号、隣接希望の有無、隣接希望者の氏名、駐車場
の要・不要を記入して滋賀県立大学湖

こ

風
ふう

祭
さい

実行委員会
（〒522-8533八坂町 2500）へ　③ホームページによ
る受付　ホームページ：http://www.kofoo.jp/

　子どもセンター　星空教室

〈内容〉　聴覚障害者に対する理解と、手話で会話ができ
る市民を増やし、聴覚障害者が自由に社会参加できるバ
リアフリー社会を担う人を養成することを目的に行いま
す。　〈日時〉　６月22日～11月２日の毎週火曜日（８月17
日を除く）19：00～21：00 全20講座 　〈場所〉　障害者福
祉センター多目的室（平田町）　※都合により、日程や会
場を変更することがあります。　〈対象〉　手話の学習経験
がない人、または手話の学習経験がおおむね１年未満の
人（簡単な手話ができる程度の人）で、次の条件を満たす人   
① 18歳以上（高校生は除く）で、市内に在住・在勤・在学
している　②原則として、全課程が履修できる　〈定員〉　
20人程度（申込多数のときは抽選）　〈費用〉受講は無料。た
だし、教材費1,200円。また、催し物の参加料は自己負
担。　〈申込期間〉　５月17日㈪～同31日㈪（５月31日の17：
15までに必着）　〈申込・問い合わせ先〉　市役所１階受付、
支所・各出張所、 障害福祉課にある申込用紙に必要事
項を記入し、 障害福祉課（〒522-0041 平田町594）
まで直接提出か、郵送、ファクスで申し込んでください。
☎ 27-9981、FAX26-1767

　手話奉仕員養成講座（入門課程）

　教室開放事業　鳴鶴書道手習始講座　

 

　エコマーケット「夢畑」

　滋賀県立大学学祭　フリーマーケット出店者
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部落差別をはじめとするあらゆる差別をなくし、人権が
尊重される住みよい社会の実現を目標に実行委員会を組
織し、青年集会を開催します。　〈青年集会の開催日〉
平成23年２月６日㈰　〈申込資格〉青年集会の趣旨を理
解し、意欲を持って企画・運営などに取り組める人（活
動は月１回程度）　〈募集人員〉　若干人　〈申込期限〉５月28
日㈮　〈申込・問い合わせ先〉　 教育委員会人権教育課☎

24-7971、FAX23-9190

今年度も女性が手をつなぎ、人権が尊重される住みよい
まちづくりをめざし、「差別をなくし人権を尊ぶあなたと
私のつどい」を開催します。このつどいは実行委員会を
組織して取り組みます。皆さんの企画力・実践力を実行
委員会で生かし、部落差別・女性差別などあらゆる差別
の解消のための一歩を踏み出してみませんか。　〈女性の
つどいの開催日〉12月４日㈯　〈申込資格〉つどいの趣旨
を理解し、意欲を持って企画・運営などに取り組める人
（活動は月１回程度）　〈募集人員〉若干人　〈申込期限〉５月
28日㈮　〈申込・問い合わせ先〉 教育委員会人権教育課
☎ 24-7971、FAX23-9190

　

　練習は、８月29日㈰から公演当日までの日曜日・

祝日の 18：30～ 21：00に、ひこね市文化プラザ

で行います。回数は約15回を予定しています。初

心者を歓迎します。今回は、第九（原語）とダッタ

ン人の踊り（日本語）の２曲を歌います。

参加費　5,000円（学生2,500円）。ひこね市文化プ

ラザの窓口でお支払いいただくか、最寄りの郵便

局で振り込みの手続きをしてください。

※口座番号　14680-13150361、口座名義　ひこ

ね市民手づくり第九演奏会実行委員会

申込方法　住所、氏名、電話番号、参加できるパー

ト（ソプラノ・アルト・テノール・バス）を書いて、

同実行委員会までファクスいただくか、郵送し

てください。ひこね市文化プラザの窓口や下記

ホームページからでも申し込みできます。

第13回

ひこね市民手づくり第九演奏会

演奏会の日時　12月19日㈰　14：00開演

　　　　場所　ひこね市文化プラザ　グランドホール

　　演奏曲目　ベートーヴェン作曲　交響曲第９番　

　　　　　　  「合唱付」

　　　　　　　ボロディン作曲　歌劇「イーゴリ公」　

　　　　　　　より「ダッタン人」の踊り

　　　　指揮　井村誠貴さん　　

　　ソリスト　石橋栄実さん（ソプラノ）

　　　　　　　荒田祐子さん（アルト）

　　　　　　　松本薫平さん　（テノール）

　　　　　　　萩原次己さん　（バス）

　　合唱指揮　磨谷真理さん、北村則子さん、

　　　　　　　佐々木開基さん

　ピアノ伴奏　飯川弓恵さん

問い合わせ先　ひこね市民手づくり第九演奏会実行委員会（ひこね市文化プラザ内）（〒522-0055野瀬町　　

　187-4）☎26-8601、FAX26-8602、ひこね市民手づくり第九演奏会のホームページ　http://www.geocities.
jp/hikonedaiku/

ひ こ ね 第 九 合 唱 団

  

ボランティア各団体による「日本語教室」では、外国籍市民
に日本語を教えるボランティアを随時募集しています。　※日
本語で学習を進めますので、ボランティアが外国語を話せる
必要はありません。

「日本語サポーターバンク」では、上記の教室に参加できな
い人を対象にした日本語の個人レッスンの相談にも応じてい
ます。日本語を学びたい人が近くにおられたら、日本語教室
や、日本語サポーターバンクのことをお伝えください。　〈問
い合わせ先〉彦根市国際協会事務局（国際交流サロン内）☎

22-1411（内線590）※日・月曜日は休館

 

　日本語教室ボランティア

　「差別をなくし人権を尊ぶ彦根市女性のつどい」実行委員　

　「差別をなくし人権を尊ぶ彦根市青年集会」実行委員　

9 広報ひこね　平成22年５月15日
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※駐車場での駐車時間は、30～ 40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

１日㈫

２日㈬

３日㈭

４日㈮

７日㈪

８日㈫

９日㈬

10日㈭

11日㈮

14日㈪

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、

地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、

本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二

丁目（河原二丁目一部を含む）、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田（大

沢）、海瀬、三津屋

里根、外、戸賀、小泉、野瀬、西今、須越、三津屋

芹川、山之脇、戸賀、小泉、西今、須越、八坂

後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂

北、開出今団地（第１・３部）、大藪、西今、八坂

中央（第２、３部）、立花、金亀、尾末、大橋、元岡、沼波、

城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、大藪、

開出今蔵の町団地、宇尾、八坂東団地

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中藪一

丁目、中藪二丁目、中藪、長曽根南、平田（大沢を除く）、開

出今、宇尾

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、

和田、平田（大沢を除く）、開出今、宇尾

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後

三条（上）、岡、西沼波（東部を除く）、東沼波、甘呂、竹ケ鼻

西沼波（東部を除く）、東沼波、甘呂、竹ケ鼻、亀山地区、稲

枝（西）、服部、出路、田原、稲部（稲部）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【６月前半】

図書館休館日 ７日㈪、14日㈪

２日㈬

３日㈭

１日㈫

８日㈫

９日㈬

１0日㈭

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
W A っ と ね す 春 日

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１1日㈮

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

６月前半

１5日㈫
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００

６月前半

11 広報ひこね　平成22年５月15日
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平ひ
ら

松ま
つ

琉り

空く

ち
ゃ
ん

（
西
葛
籠
町
）

田た

中な
か

理り

久く

斗と

ち
ゃ
ん

（
戸
賀
町
）

鹿か

取と
り

敦あ
つ

也や

ち
ゃ
ん

（
野
田
山
町
）

ひこね元気計画21
推進中！



広報ひこね
通巻第 1223 号
（平成22年５月15日発行）

発行：彦根市　　　〒522-8501  滋賀県彦根市元町4番 2号  ☎ 0749-22-1411㈹  FAX 0749-22-1398

編集：情報政策課　●1日・15日発行　　彦根市ホームページ　 http://www.city.hikone.shiga.jp/

この「広報ひこね」は 48,250 部作成し、１部当たりの単価は８円（１円未満切り捨て）です。

ただし、原稿作成・編集などにかかる職員の人件費は含まれていません。

14広報ひこね　平成22年５月15日

は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。
ヒ
ン
ト
に
な
る

の
は
山
崎
山
城
の
位
置
で
す
。
山
崎

山
城
は
信
長
が
整
備
し
た
下
街
道
沿

い
に
あ
り
、
信
長
が
拠
点
と
し
た
佐

和
山
城
と
安
土
城
の
中
間
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
街
道
の
守
備
に
腐ふ

心し
ん

す

る
信
長
に
と
っ
て
、
こ
の
位
置
は
重

要
で
し
た
。
そ
こ
で
、
守
備
に
適か

な

う

よ
う
に
山
崎
氏
に
山
崎
山
城
の
大
改

築
を
命
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
信
長
か
ら
は

改
築
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
的

指
導
が
な
さ
れ
、
信
長
配
下
の
石い

し

工く

集
団
も
そ
れ
に
関
わ
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
石
造
り
の
城
へ
と
変
貌
し

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
も
は
や
山
崎
氏
の
居
城
と
い
う
よ

り
も
、
信
長
に
よ
る
街
道
守
備
の
拠

点
と
位
置
付
け
た
ほ
う
が
良
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
　

教
育
委
員
会
文

化
財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

５
８
９
９
番

　
山
崎
山
城
が
築
か
れ
た
山
崎
山
は
、

琵
琶
湖
岸
に
そ
び
え
る
荒
神
山
の
南

東
に
あ
る
小
さ
な
独
立
丘
で
す
。
山

崎
山
城
は
、
こ
の
小
丘
の
山
頂
の
東

半
分
に
築
か
れ
て
い
ま
し
た
。
平
地

か
ら
約
50
ｍ
の
高
さ
が
あ
り
、眼
下
に

は
織
田
信
長
が
岐
阜
か
ら
京
都
へ
登

る
道
と
し
て
整
備
し
た
「
下し

も

街か
い

道ど
う

」
を

見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
周
囲

を
宇
曽
川
が
蛇
行
し
な
が
ら
穏
や
か

に
琵
琶
湖
に
注
い
で
お
り
、
は
る
か

北
方
に
は
彦
根
山
や
佐
和
山
を
、
ま

た
南
方
に
は
安
土
山
や
八
幡
山
を
望

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
山
崎
山
に
は
、
在
地
の
土ど

豪ご
う

山
崎

氏
が
築
い
た
土
造
り
の
山
城
が
存
在

す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
平

成
４
年
、
こ
の
場
所
に
水
道
タ
ン
ク

の
建
設
が
計
画
さ
れ
た
た
め
、

教
育

委
員
会
が
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
調
査
の
結
果
、
土
造
り
の
城
と

考
え
て
き
た
山
崎
山
城
が
、
石
垣
を

多
用
し
た
新
し
い
様
式
の
城
（
※
１
）

で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
こ
れ
ま

で
の
在
地
の
土
豪
の
城
の
イ
メ
ー
ジ

を
覆

く
つ
が
え

す
大
発
見
と
な
り
ま
し
た
。

　
発
掘
調
査
で
は
、
山
の
尾
根
の
ほ

ぼ
中
央
に
、
尾
根
を
断
ち
切
る
よ
う

に
大
き
な
堀ほ

り

切き
り

（
※
２
）
が
穿う

が

た
れ
て

お
り
、
こ
の
堀
切
を
境
と
し
て
東
側

半
分
を
城
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

規
模
は
東
西
約
90
ｍ
、
南
北
約
20
ｍ

あ
り
ま
し
た
。
堀
切
の
す
ぐ
内
側
の

も
っ
と
も
高
い
位
置
に
櫓

や
ぐ
ら

台だ
い

が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
見
張
り
の
た
め
の
櫓

が
築
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
櫓
の
横
を
迂う

回か
い

す
る
よ
う
に

城
の
入
口
で
あ
る
虎こ

口ぐ
ち

が
あ
り
ま
し

た
。

　
城
内
に
は
、
か
つ
て
建
物
が
建
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
人
為

的
に
破
壊
さ
れ
た
の
か
上
部
が
大
き

く
崩
落
し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
痕
跡

が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、

▶
発
掘
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
山
崎
山
城
跡

周
囲
の
石
垣
は
比
較
的
良
く
残
っ
て

い
ま
し
た
。
石
垣
は
、
自
然
石
を
そ

の
ま
ま
、
あ
る
い
は
粗そ

割わ

り
し
て
横

位
に
置
き
、
目め

地じ

が
通
る
よ
う
に
積

み
上
げ
て
い
ま
し
た
。
検
出
さ
れ
た

石
垣
は
２
〜
３
段
で
す
が
、
本
来
は

２
・
５
ｍ
程
度
の
高
さ
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
石
垣
は
、

そ
の
特
徴
が
安
土
城
の
石
垣
に
類
似

し
て
お
り
、
山
崎
山
城
の
築
城
も
安

土
城
と
同
じ
天て

ん

正
し
ょ
う

年
間
の
前
半
ご
ろ

（
１
５
７
３
〜
１
５
７
９
ご
ろ
）
と
推
定

し
て
い
ま
す
。

　
山
崎
山
城
主
で
あ
っ
た
山
崎
氏
に

関
す
る
資
料
は
、
あ
ま
り
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。
代
々
が
六
角
氏
の
家
臣
と

し
て
こ
の
土
地
に
住
ん
で
い
た
よ
う

で
す
が
、
上

じ
ょ
う

洛ら
く

を
め
ざ
し
て
近
江
に

侵
攻
し
て
き
た
織
田
信
長
の
軍
門
に

下
り
ま
す
。
　

　
以
後
、
信
長
の
配
下
で
各
地
を
転

戦
し
ま
し
た
。
天
正
10
年
（
１
５
８

２
）
４
月
に
は
、
甲
州
攻
め
を
終
え
て

安
土
に
凱が

い

旋せ
ん

す
る
信
長
を
、
山
崎
堅か

た

家い
え

（
賢
家
）
が
山
崎
に
茶
屋
を
設
け
て

も
て
な
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

同
５
月
に
信
長
が
本
能
寺
で
倒
れ
た

後
、
堅
家
は
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
、
摂

津
国
三さ

ん

田だ

（
兵
庫
県
三
田
市
）
に
移
り

ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
山
崎
山
城
は
廃
城
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
山
崎

山
城
が
山
崎
氏
の
小
さ
な
山
城
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
土
城

同
様
に
石
作
り
の
城
に
変
貌
し
た
の

※
１
土
造
り
の
城
か
ら
石
造
り
の
城
へ

　「
城
」
は
土
が
成
る
と
書
き
ま
す
。

中
世
の
城
は
、
土
を
盛
っ
た
り
削
っ

た
り
し
て
仕
上
げ
た
「
土
造
り
の

城
」
で
し
た
。
城
の
普
請
に
石
垣
を

多
用
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
部

の
例
外
を
除
く
と
、
織
田
信
長
が
築

い
た
安
土
城
が
最
初
で
し
た
。

※
２
堀
切
　
山
の
尾
根
を
断
ち
切
る

よ
う
に
設
け
ら
れ
た
空
堀
。

今月の納税 固定資産税（第１期）、軽自動車税（全期） ５月31日㈪までに納めましょう

「広報ひこね」は大豆油インキを包含した植物油インキを使用し、印刷は有害な廃液
を排出しない水なし印刷を採用しています。廃棄する場合には古紙回収に出してくだ
さい。


